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男性更年期とは

欧米で男性更年期障害（andropause）
の存在が示唆されたのは60年前に遡りま
すが、学会レベル（the International 
Society for the Study of the Aging 
Male：ISSAM）で本格的に対応されたの
は10年程前からであります。



本症の発症機序は確立したものではなく
男性、ホルモンの低下、社会や家庭での
ストレス、通常の加齢に随伴する心身機
能の低下等が指摘されており、うつ病や
勃起障害（ED）、また最近注目されて
いるメタボリックシンドロームなどとの
関係解明は今後の課題となっています。
本邦では男性更年期障害という疾病概念
が先行し，これに従って男性ホルモン補
充療法、抗うつ薬、ED治療薬、漢方薬
等を用いた治療が開始されています。

男性更年期とは



【テストステロンとは？】

男性において、男性ホルモン
（テストステロン）の低下は狭
心症や動脈硬化、肥満、メタボ
リックシンドローム、アルツハ
イマー病などさまざまな疾患の
原因や予防に関与していること
が知られてきています。テスト
ステロンは健康長寿を考える上
で重要なホルモンであることが
研究によってわかってきていま
す。



テストステロン減少

男性更年期障害とは、加齢に伴う男性ホルモ
ン(テストステロン)の低下によって引き起こ
される症状のことで、LOH症候群（加齢男性
性腺機能低下症候群)と呼ばれています。男
性更年期障害は近年認知されるようになりま
した。40代後半から見られ、患者数が最も
多いのは50～60代です。中には70～80代で
症状を訴える方もいます。一般的には、テス
トステロンの量は10代前半から急激に増え
始め、20歳ごろをピークに加齢とともに
徐々に減少していきます。



原因はストレス？？

何らかの原因でテストステロンが急激に減少してしまう
と、体はバランスを崩し、さまざまな不調を引き起こす
のです。テストステロンを減少させる要因はいくつか考
えられます。

代表的なものとしては、「ストレス」が挙げられます。
テストステロンは大脳の視床下部からの指令によって主
に精巣でつくられますが、心理的ストレスを長く受け続
けて交感神経優位の状態が続くと、大脳から「テストス
テロンをつくるな」という指令が出されてしまうのです。
男性の50～60代に患者数が多いのは、加齢によるテス
トステロンの減少に加えて、職場でも家庭でもストレス
に悩まされやすい時期だからかもしれませんね？



男性更年期障害を評価します



男性更年期
チェック表



遊離テストステロン
の測定について

遊離テストステロンは午前中の
採血が良いとされています。

ですからLOH症候群が

疑われる場合には

平日に採血

施行させていただき

その結果にて方針を決めます。



【テストステロン補充療法について】

TRTの方法としては、経口剤、注射剤、皮
膚吸収剤がありますが、わが国では注射剤
エナント酸テストステロンのみが保険適応
となっています。

（男性更年期障害では保険診療は認められ
ておらず自費診療になります。）

通常２週間おきに125mg～250ｍｇを筋注
します。また、ゲル剤は、注射剤よりも生
理的であり、欧米ではゲル剤を好む患者が
増えていますが、我が国では保険適応外で
す。



自費診療の値段
エナント酸テストステロン

125㎎ 3980円（税込み）

エナント酸テストステロン

250㎎ 4980円（税込み）



TRT療法の前に
前立腺癌スクリーニング

当院では、治療前に前立腺癌が
ない事を必ずスクリーニングし
ています。

PSA2.0ng/mlを超えるような
場合には、アンドロゲン補充療
法の適応外となります。また定
期的に直腸診 エコーを施行し、
PSAを測定することで前立腺癌
の早期発見のきっかけにもなり
ます。
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